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７
月
定
例
会
議
は
、
７
月
５
日
か
ら
12
日
ま

で
の
８
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
30
年
度
葛

巻
病
院
事
業
会
計
と
水
道
事
業
会
計
の
決
算
認

定
や
元
年
度
補
正
予
算
な
ど
８
件
で
、
全
議
員

の
賛
成
で
原
案
ど
お
り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
２
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町

の
対
応
や
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

江刈地区水道の水道管布設工事（追鍋橋・栗山地区）

７月定例会議

借
り
入
れ
金

返
済
予
定

次
期
水
道

整
備
箇
所

葛
巻

病
院

建
設

水
道

　
　

新
病
院
建
設
に
か
か
る

企
業
債
の
償
還
見
通
し
は
。

　
　

償
還
額
は
全
体
で
27
億

円
。
今
年
度
か
ら
償
還
を
開

始
し
て
お
り
、
ピ
ー
ク
は
令

和
４
年
度
の
１
億
３
７
０
０

万
円
。

　
　

江
刈
地
区
水
道
完
成
後

の
水
道
整
備
予
定
は
。

　
　

次
の
整
備
計
画
は
、
経

営
戦
略
を
策
定
後
に
、
具
体

的
な
方
向
性
を
示
す
予
定
。

問問 答答

区　分 30年度 29年度 前年対比

事 業 収 益 (a) 12億5004万円 10億7062万円 16.8%

事 業 費 用 (b) 11億9977万円 12億5293万円 △4.2%

純 損 益 (a)-(b) 5027万円 △１億8231万円 127.6%

年度末累積欠損金 ５億5526万円 ６億 553万円 △8.3%

（税抜き）30年度水道事業会計決算状況 30年度病院事業会計決算状況（税抜き）

水道 江刈地区整備終了水道 江刈地区整備終了 病院 入院患者減少傾向病院 入院患者減少傾向
今年６月に完成 収益は５千万円黒字

介
護
入
院
が
大
幅
減

　

30
年
度
決
算
は
事
業
収
益

12
億
５
０
０
４
万
円
に
対
し
、

事
業
費
用
が
11
億
９
９
７
７

万
円
で
５
０
２
７
万
円
の
純

利
益
を
計
上
し
、
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
累
積
欠
損
金
が
５
億
５
５

２
６
万
円
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

年
間
延
べ
入
院
患
者
数
は
、

一
般
病
床
が
８
３
８
４
人
で
、

前
年
度
よ
り
８
６
０
人
減
少

し
、
介
護
療
養
型
病
床
が
２

６
４
９
人
で
、
前
年
度
よ
り

２
４
８
４
人
減
少
し
ま
し
た
。

そ
の
要
因
は
、
新
年
度
か
ら

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
へ
移
行

す
る
た
め
に
調
整
を
行
っ
た

た
め
、
介
護
療
養
型
病
床
の

減
少
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

入
院
者
患
者
数
は
減
少
し

ま
し
た
が
、
特
別
利
益
を
３

億
円
計
上
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
収
益
が
増
加
し
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
。

病

院

会

計

地
域
包
括
ケ
ア
に
期
待

監
査
委
員
の
意
見

　

30
年
度
決
算
は
黒
字
決
算

と
な
り
、
累
積
欠
損
金
が
減

少
し
ま
し
た
。
前
年
度
ま
で

負
債
に
計
上
し
て
い
た
新
病

院
建
築
に
係
る
国
庫
補
助
金

な
ど
に
つ
い
て
、
消
費
税
、

減
価
償
却
費
見
合
い
分
を
精

査
し
、
収
益
化
で
き
た
こ
と

が
主
な
要
因
で
す
。

　

新
年
度
か
ら
厳
し
い
施
設

基
準
を
満
た
し
て
、
地
域
包

括
ケ
ア
病
床
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
お
り
、
町
が
進
め
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実

現
に
期
待
し
ま
す
。

常
任
委
員
会

　

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員

会
（
鈴
木
満
委
員
長
）
は
、

７
月
９
日
に
病
院
事
業
会
計

決
算
と
水
道
事
業
会
計
決
算

を
審
査
し
ま
し
た
。
主
な
質

疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

維
持
管
理
費
が
減
少

水

道

会

計

　

30
年
度
決
算
は
事
業
収
益

１
億
５
６
２
８
万
円
に
対
し
、

事
業
費
用
が
１
億
９
９
５
９

万
円
で
４
３
３
１
万
円
の
純

損
失
を
計
上
し
、
赤
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
累
積
欠
損
金
が
７
９
０
５

万
円
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

建
設
改
良
工
事
で
は
、
江

刈
地
区
水
道
整
備
事
業
を
行

い
老
朽
施
設
の
更
新
に
努
め

ま
し
た
。
施
設
整
備
に
よ
り
、

漏
水
件
数
が
減
少
す
る
な
ど

修
繕
費
が
前
年
度
に
比
べ
て

４
８
０
万
円
縮
減
と
な
り
ま

し
た
。

　

江
刈
地
区
水
道
整
備
事
業

は
、
台
風
災
害
に
よ
る
復
旧

工
事
の
影
響
で
追
鍋
橋
部
分

が
今
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し

た
が
、
６
月
に
工
事
が
終
了

し
事
業
は
全
て
完
了
し
て
い

ま
す
。

安
全
な
水
道
維
持
を

監
査
委
員
の
意
見

　

30
年
度
は
赤
字
決
算
と
な

り
、
累
積
欠
損
金
が
増
加
し

ま
し
た
。
資
産
の
減
価
償
却

費
が
９
２
６
６
万
円
で
あ
っ

た
こ
と
が
赤
字
の
大
き
な
要

因
で
す
。
当
町
は
面
積
が
広

い
た
め
、
配
管
の
総
延
長
距

離
が
長
く
、
浄
水
施
設
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
経
営
戦
略

の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
今
後
、
事
業
の

将
来
像
が
示
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
全
国
的
に
人

口
減
少
社
会
が
進
む
中
で
も
、

安
全
で
安
心
な
水
道
を
供
給

す
る
事
業
の
持
続
性
確
保
を

期
待
し
ま
す
。

区　分 30年度 29年度 前年対比

事 業 収 益 (a) １億5628万円 １億5594万円 0.2%

事 業 費 用 (b) １億9959万円 １億9168万円 4.1%

純 損 益 (a)-(b) △4331万円 △3574万円 △21.2%

年度末累積欠損金 7905万円 3574万円 121.2%


